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県指定有形文化財


木造平屋建て、亜鉛引鉄板葺 �　建築面積５０．７平方メートル（約１５坪） 明治２５年７月３１日竣工�　曲田福音会聖堂として建てられたこの建物は、秋田杉を巧みに加工し、聖所の架構法も四方から木製アーチを伸ばしてドームをかけるなど、貴重な木造ビザンチン様式の建造物です。�　明治時代の擬洋風建築として文化的価値があると同時に、このような東北地方の農村にまで布教がなされたハリストス正教会の聖堂として地方的意義のあるものです。





森林総合研究所が事業実施主体となり、林野庁の『木質バイオエタノール製造システム構築の実証事業』で建設。


　木質バイオマスは、エネルギー利用、製品の原料利用が進んでいる一方、


林地残材、間伐材などについては、収集・運搬コストの問題で利用されておらず、木質バイオマス発生量の約４割が利用されていないのが現状。


新たな製造システムの確立で、化石に由来する燃料のバイオエタノール代替が推進され、地球温暖化防止、低炭素社会実現に貢献するほか、


林業、木材産業の振興面から事業化が期待されます。


　実証プラントでは、平成２４年度まで東大、早大、県立大と共同で未利用森林資源を活用し、木質バイオマスから新たなエタノール製造システムの確立を目指す実証試験が行われます。





ガラスリサイクル工場では、埋め立て処理される事が多かった廃ガラス瓶を原料にして、軽石に似た多孔質資材（スーパーソル）を製造し、土壌改良剤や路盤材、水質浄化材、植木鉢の底石などとして販売しています。


ガラスはもともと自然素材だけに環境汚染の心配もありません。


　


県北初の木質ペレット製造施設となる工場では、市内の建具製造工場から出るおが粉を利用し、1日５～６トンほどのペレットを製造。大館市役所のペレットボイラーなどの燃料として供給されています。


　木質ペレットは樹皮、おが粉、端材などの木質バイオマスを原料につくられます。これらの原料は伐採したら植林するという循環を保っていれば、再生可能な資源です。原料が枯渇しないのですから、木質ペレットは継続的に利用することができるエネルギーといえます。しかも原料を地域の資源から調達すれば、地域の森林を育成することにもなります。








